
★一部自己負担金等について市町村単独助成をする場合の取扱い★

市町村単独助成の実施については、下記のとおり取扱いをお願いします。

【１】未就学児（乳幼児）の入通院について一部自己負担金を助成する場合

・ 公費負担者番号は(８３４４９＊＊＊)です。

・ 受給資格者証 乳 単独 表面に｢子ども一部自己負担金：０円｣と記載されて

いるので、保護者から一部自己負担金を徴収しません。

・ ただし、子ども医療費助成金請求書(以下｢請求書｣という。)の｢子ども医

療費一部自己負担金｣欄には、単独助成を行わない場合と同様に金額を記入

します。

【２】小中学生の入院について一部自己負担金を助成する場合

・ 公費負担者番号は(８３４４８＊＊＊)です。

・ 受給資格者証 学 単独 表面に｢子ども一部自己負担金：０円｣と記載されて

いるので、保護者から一部自己負担金を徴収しません。

・ ただし、請求書の｢子ども医療費一部自己負担金｣欄には、単独助成を行わ

ない場合と同様に金額を記入します。

【３】特定の年齢(例：３歳未満児)に限り、一部自己負担金について助成する場合

・ ３歳未満児分の公費負担者番号は(８３４４９＊＊＊)、３歳以上の未就学

児分の公費負担者番号は単独助成を行わない場合と同様(８３４４０＊＊＊)

です。

・ ３歳未満児分は上記【１】と同様、保護者から一部自己負担金を徴収せず、

請求書には単独助成を行わない場合と同様に記入します。

・ ３歳以上の未就学児分は単独助成を行わない場合と同様、受給資格者証表

面に記載されている一部自己負担金を徴収します。

・ 請求書は、３歳未満児分(｢公費負担者番号｣欄は８３４４９＊＊＊)と３歳

以上の未就学児分(｢公費負担者番号｣欄は８３４４０＊＊＊)を別々に作成し

ます。

【公費負担者番号】

一部自己負担金 単独助成あり 単独助成なし

未就学児 乳 ８３４４９＊＊＊ ８３４４０＊＊＊

小中学生 学 ８３４４８＊＊＊ ８３４４１＊＊＊

【４】入院時食事療養費について助成をする場合

・ 原則として、償還払い方式での対応としますので､単独助成を行わない場

合と同様の取扱いをします。



★制度改正による請求書及び記入方法の変更点★

【１】請求書様式中「乳幼児」を「子ども」に変更します。

【２】助成額の上限(80,100円)廃止に伴い、高額療養費の自己負担限度額まで助成が行わ

れます。（一部自己負担金を除く。）

・ 高額療養費の対象となる場合は、新設の「適用区分」欄に、所得区分に応じて、

高額療養費自己負担限度額適用区分等(Ａ～Ｄの記号)を記入してください。

【適用区分】Ａ～Ｄ

限度額適用認定証 所 得 区 分 限度額適用区分等

上位所得者 Ａ

窓口提示あり 一 般 Ｂ

低所得者 Ｃ

窓口提示なし （一般として助成額を計算） Ｄ

＊ 入院でも高額療養費の給付対象とならない場合は、「適用区分」欄への記入

は、しないでください。

＊ Ａを「１」、Ｂを「２」、Ｃを「３」、Ｄを「４」 として記入しても差し支

えありません。

【３】医療機関の皆様へ 上限廃止に関するお願い

・ 限度額適用認定証の提示がない場合、所得区分によって、患者さんに市町村で

助成額の精算手続きを行っていただく必要があることを、お知らせください。

患者さんが実際は上位所得者の場合･･･助成額に未払い分がある可能性あり

患者さんが実際は低所得者の場合 ･･･助成額に過払い分があり返還が必要

・ また、限度額適用認定証の提示がない場合、高額療養費相当額については、

患者さんから一旦徴収する必要があります。

窓口での事務の煩雑化を防ぐためにも、患者さんに、限度額適用認定証

の提示を呼びかけていただくよう、ご協力をお願いいたします。

《参考》 限度額適用認定証の提示がない場合の医療機関窓口での徴収額

（ 健康保険証と子ども医療費受給資格者証のみ提示の場合 ) ※保険診療分に限る

［窓口での徴収額］
高額療養費相当額

子ども医療費一部自己負担金
＋

総医療費×３割（又は２割）

500円×日数（上限：7千円） －（80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％）


